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（
26
）
非
売
品
、
二
〇
〇
三
年
、
八
二
〜
八
七
頁
。 

（
27
）
前
掲
『
網
走
空
襲
の
記
録
』
お
よ
び
「
空
襲
（
２
）」。 

（
28
）
機
種
は
、
Ｖ
Ｆ
は
グ
ラ
マ
ン
Ｆ
６
Ｆ
‐
５
、
Ｖ
Ｂ
Ｆ
は
ヴ
ォ
ー
ト
Ｆ
４
Ｕ
‐
１
Ｄ
あ
る

い
は
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
Ｆ
Ｇ
‐
１
Ｄ
、
Ｖ
Ｂ
は
カ
ー
チ
ス
Ｓ
Ｂ
２
Ｃ
‐
４
お
よ
び
４
Ｅ
、
Ｖ
Ｔ

は
グ
ラ
マ
ン
Ｔ
Ｂ
Ｍ
‐
３
お
よ
び
３
Ｅ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
登
場
し
て
い
な
い
が
、
Ｖ
Ｆ

（
Ｐ
）
は
グ
ラ
マ
ン
Ｆ
６
Ｆ
‐
５
Ｐ
で
あ
る
（
松
本
‐
前
掲
論
文
、
八
四
頁
）。
な
お
本
史

料
に
言
う
「
Ｖ
Ｆ
」
等
が
飛
行
編
隊
数
で
は
な
く
、
機
数
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
例
え
ば

ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
戦
闘
報
告
書
の
次
の
記
述
か
ら
判
明
す
る
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ-

６
、
Ｒ
29
、
第
八
四

四
コ
マ
）。 

 
 
 
During the day, landed two replacement planes ( one VBF and one VF ). 

（
29
）
榊
原
証
言
は
、
ま
さ
に
千
歳
上
空
を
通
過
す
る
艦
載
機
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。 

（
30
）
Ｕ
Ｓ
Ｂ
‐
６
、
Ｒ
29
、
第
九
二
一
コ
マ
。 

（
31
）「
空
襲
（
１
）」
八
四
頁
、
釧
路
戦
災
記
録
会
『
釧
路
空
襲
』
改
訂
版
、
一
九
八
八
年
、

五
七
頁
。 

（
32
）
Ｕ
Ｓ
Ｂ
‐
６
、
Ｒ
26
、
第
二
七
コ
マ
。
Ｆ
４
Ｕ
‐
１
の
兵
装
は
、
一
二
・
七
ミ
リ
六
門
、

通
常
爆
弾
（
五
〇
〇
ポ
ン
ド
）
二
発
ま
た
は
ロ
ケ
ッ
ト
弾
八
発
で
あ
っ
た
。「
空
襲
（
１
）」

五
七
頁
。 

（
33
）
松
本
氏
も
「
千
歳
飛
行
場
に
つ
い
て
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
膨
大
な
戦
闘
報
告
の
な

か
に
、
目
標
と
し
て
も
、
攻
撃
地
点
と
し
て
も
、
何
故
か
そ
の
名
は
見
当
ら
な
い
」
と
し
て

い
る
。「
空
襲
（
１
）」
八
九
頁
。 

（
34
）
前
掲
『
釧
路
空
襲
』
七
四
頁
。 

（
35
）『
増
補
千
歳
市
史
』
一
九
八
三
年
、
一
〇
六
六
頁
。 

 



あ
と
が
き 

作
家
長
見

お
さ
み

義ぎ

三ぞ
う

が
『
増
補
千
歳
市
史
』
の
編
さ
ん
に
当
た

っ
た
の
昭
和
五
十
年
代
だ
っ
た
。 

長
見
は
早
稲
田
大
学
仏
文
科
卒
業
後
、『
姫
鱒
』、『
ア
イ
ヌ

の
学
校
』
な
ど
主
と
し
て
北
海
道
に
材
を
取
っ
た
作
品
を
残

し
た
。『
姫
鱒
』
は
昭
和
十
四
年
の
上
期
の
芥
川
賞
の
候
補
に

な
っ
て
い
る
。 

「
ア
イ
ヌ
を
は
じ
め
社
会
の
底
辺
に
生
き
る
人
々
の
哀
歓

を
、
繊
細
な
文
体
に
よ
っ
て
抒
情
的
に
描
き
、
そ
こ
に
独
自

な
ペ
ー
ソ
ス
を
盛
り
上
げ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
作
風
の
特
色
が

あ
る
」（
八
木
義
徳
『
日
本
近
代
文
学
事
典
』）。 

昭
和
十
七
年
戦
争
の
激
化
で
北
海
道
に
帰
郷
、
戦
後
米
軍

基
地
の
あ
っ
た
千
歳
で
米
軍
消
防
の
通
訳
の
職
を
得
て
定
住

す
る
に
至
っ
た
。
ア
イ
ヌ
文
化
に
親
炙
し
、
地
名
を
掘
り
起

こ
し
た
『
ち
と
せ
地
名
散
歩
』（
北
海
道
新
聞
社
）
や
自
伝
『
白

猿
記
』（
北
海
道
新
聞
社
）
な
ど
を
現
し
て
い
る
。 

世
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
わ
り
、
安
定
経
済
の
時
代
に
入

っ
て
い
た
。
昭
和
五
十
年
、
東
峰
元
次
が
千
歳
市
長
に
就
任

し
、
千
歳
線
高
架
・
電
化
、
千
歳
空
港
駅
開
業
、
泉
沢
の
開

村
、
石
勝
線
開
業
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
急
速
に
進
ん
だ
時

代
で
も
あ
っ
た
。
大
き
く
変
わ
る
千
歳
の
姿
を
書
き
留
め
る

の
が
『
増
補
千
歳
市
史
』
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
だ
っ
た
。 

編
さ
ん
の
か
た
わ
ら
長
見
は
昭
和
五
十
二
年
六
月
か
ら
同

五
十
八
年
一
月
に
か
け
二
三
回
に
わ
た
り
『
広
報
ち
と
せ
』

に
「
市
史
つ
れ
づ
れ
」
を
連
載
し
て
い
る
。 

第
一
回
目
の
「
誰
か
故
郷
を
・
・
・
〜
石
山
家
の
人
々
〜
」

で
は
「
終
戦
直
前
の
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
六
日
に
書
か
れ

た
、
古
い
一
通
の
手
紙
が
残
さ
れ
て
い
る
」、
こ
ん
な
印
象
的

な
書
き
出
し
で
始
ま
る
。
石
山
専
蔵
は
、
千
歳
村
総
代
、
初

代
戸
長
、
郵
便
局
長
な
ど
を
歴
任
し
、
開
拓
ま
も
な
い
明
治

の
千
歳
で
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。
明
治
二

十
五
年
室
蘭
‐
岩
見
沢
間
の
鉄
道
が
開
通
し
、
千
歳
を
経
由

す
る
札
幌
本
道
は
裏
街
道
と
な
っ
た
。
千
歳
は
衰
微
し
て
い

く
。
こ
の
頃
石
山
は
千
歳
を
去
り
、
居
を
稚
内
に
移
す
。
衰

微
す
る
村
に
佇
む
石
山
の
苦
悩
を
垣
間
見
る
。 

千
歳
を
揺
る
が
し
た
「
米
軍
ク
マ
基
地
閉
鎖
」（
第
四
回
）

問
題
も
歴
史
の
一
こ
ま
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。 

ま
た
、「
函
衛
隊
々
長
二
代
目
戸
長
秦
一
明
の
新
事
実
！
」

（
第
五
回
）、「
大
学
排
水
〜
学
生
義
勇
軍
の
手
記
〜
」（
第
一

三
回
）
な
ど
千
歳
の
歴
史
に
素
材
に
し
て
時
代
と
人
々
を
眼

前
に
再
現
し
て
く
れ
る
。 

時
代
を
表
象
す
る
人
間
や
事
件
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、

時
代
や
社
会
を
克
明
に
描
写
し
史
実
た
り
え
て
い
る
。
作
家

の
筆
に
よ
る
だ
け
に
描
写
は
精
緻
を
極
め
て
い
る
。
人
々
の

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
聞
き
書
き
の
歴
史
）
を
基
に
し

て
い
る
が
、
物
語
記
述
と
学
問
的
探
求
を
峻
別
し
た
上
で
の

両
立
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

歴
史
を
読
む
者
の
知
識
欲
を
刺
激
す
る
文
章
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
は
今
日
、
図
書
館
な
ど
限
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
し
か

読
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
幸
い
千
歳
を
知
る
会
の
守
屋
憲
治

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
長
見
の
子
息
有
方

あ
り
か
た

に
よ
っ
て
復
刻
の

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。（
文
中
敬
称
略 

編
集
子
Ｏ
） 

            

志
古
津 

10 
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